


　
秋
山
議
員　

館
山
市
は
「
館

山
工
業
団
地
」
の
整
備
に
よ
る

雇
用
の
場
の
創
出
を
期
待
し
て

い
ま
し
た
が
、
企
業
庁
は
収
束

の
方
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

県
が
企
業
庁
か
ら
用
地
を
取
得

し
て
、
例
え
ば
福
祉
や
教
育
の

分
野
で
の
利
活
用
を
展
開
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
館
山
工
業
団

地
用
地
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

地
元
館
山
市
と
県
企
業
庁
と
の

協
議
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

企
業
庁
で
は
工
業
団
地
以
外
の

県
に
お
け
る
利
活
用
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

　
企
業
庁
長　

企
業
庁
で
は
、

館
山
工
業
団
地
用
地
の
活
用
に

つ
い
て
、
地
元
市
と
し
て
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
要
請
す
る

な
ど
、
館
山
市
と
協
議
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
12
月
か

ら
県
商
工
労
働
部
で
新
た
な
工

業
団
地
整
備
の
た
め
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
館
山

工
業
団
地
用
地
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
事
業
化
を
検
討
す
る
調
査

対
象
地
に
は
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
改
め
て
館
山
市
に
対

し
て
具
体
的
な
活
用
方
策
の
検

討
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
館
山
工
業
団

地
用
地
が
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
道
路
ア
ク
セ
ス
も
良
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
工
業
団
地
以
外

の
活
用
に
つ
い
て
照
会
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　

館
山
市
が
館
山
工
業

　
　
　

団
地
用
地
の
具
体
的
な

利
活
用
方
策
を
検
討
、
策
定
し

て
い
く
た
め
に
は
、
館
山
市
か

ら
企
業
庁
に
対
し
て
参
画
要
請

が
あ
っ
た
際
に
は
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
画
す
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

　

跡
地
利
用
の
具
体
策
と
し
て
、

提
案
と
要
望
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
す
そ
野
の
広
い
産

業
で
す
。
館
山
工
業
団
地
は
70

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
土
地
で

す
の
で
、
そ
こ
に
陸
上
競
技
場

や
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
等
を

造
成
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

安
房
地
域
に
は
、
公
式
の
陸

上
競
技
場
が
な
く
、
中
学
・
高

校
な
ど
の
総
合
体
育
大
会
で
は
、

前
日
に
会
場
に
出
向
き
ト
ラ
ッ

ク
で
練
習
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
点
、
県
北
部
の
施

設
の
整
っ
て
い
る
地
域
の
選
手

は
有
利
で
あ
り
、
不
公
平
感
が

あ
り
ま
す
。
工
業
団
地
用
地
を

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
し
て
い
た
だ

き
、
県
民
が
等
し
く
恩
恵
に
あ

ず
か
れ
る
よ
う
に
し
て
こ
そ
、

県
土
の
均
衡
が
図
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
秋
山
議
員　

館
山
港
の
多
目

的
桟
橋
の
利
用
促
進
と
合
わ

せ
、　

小
型
桟
橋
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　

館
山
港
の

多
目
的
桟
橋
に
つ
い
て
は
、
昨

年
４
月
の
供
用
開
始
か
ら
１
年

余
り
が
経
過
し
、
大
型
客
船
や

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
船
な
ど
１
０

０
隻
を
超
え
る
寄
港
が
あ
り
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

も
昨
年
同
様
の
利
用
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
小
型
船
に
つ
い
て
は
、

多
目
的
桟
橋
の
中
間
部
に
設
置

さ
れ
て
い
る
水
深
３
メ
ー
ト
ル

の
物
揚
げ
場
を
利
用
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
同
時

に
係
留
で
き
る
の
は
１
、
２
隻

に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
地
元
館
山
市
と
小
型
桟

橋
の
整
備
に
向
け
て
協
議
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
基
礎

調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

県
と
し
て
も
、
こ
の
多
目
的

桟
橋
が
有
意
義
に
利
活
用
さ
れ

る
こ
と
は
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
館
山
港
周
辺
地
域
の
に
ぎ

わ
い
創
出
や
南
房
総
地
域
の
更

な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
秋
山
議
員　

今
年
度
予
定
し

て
い
る
小
型
桟
橋
に
係
る
調
査

は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
実
施

す
る
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　

小
型
桟
橋

の
調
査
は
、
対
象
と
す
る
船
舶

の
種
類
や
規
模
な
ど
を
整
理
し
、

桟
橋
の
望
ま
し
い
設
置
位
置
、

施
設
規
模
な
ど
の
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
整
備

手
法
や
供
用
時
の
管
理
体
制
な

ど
に
つ
い
て
も
館
山
市
と
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
秋
山
議
員　

原
発
事
故
に
伴

う
放
射
能
漏
れ
に
よ
る
風
評
被

害
に
対
し
、
観
光
立
県
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
の
か
。

　
商
工
労
働
部
長　

県
で
は
、

こ
れ
ま
で
潮
干
狩
り
や
千
葉
駅

頭
で
知
事
自
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
千
葉
県
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
て
お
り
、
知
事
が
元
気

な
千
葉
県
観
光
を
全
国
に
向
け

て
発
信
す
る
な
ど
、
風
評
被
害

や
自
粛
ム
ー
ド
の
払
拭
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
流
れ
を
夏
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
安
全
・
安
心
な
観
光
情
報

を
適
宜
、
的
確
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
な
ど
、
風
評
被
害

の
払
拭
・
克
服
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。　

　
秋
山
議
員　

大
震
災
か
ら
の

復
興
に
向
け
て
、
観
光
を
支
え

る
南
房
総
地
域
の
園
芸
農
業

を
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　

県
で
は
、

周
年
型
観
光
農
業
の
確
立
を
目

指
し
て
お
り
、
観
光
農
業
が
盛

ん
な
安
房
地
域
で
は
、①
収
穫

体
験
が
楽
し
め
る
ビ
ワ
や
イ
チ

ジ
ク
な
ど
の
温
室
の
整
備
②
車

イ
ス
で
も
摘
み
取
り
で
き
る
イ

チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
③
花
摘
み
に
も
適
し
た
ス
ト

ッ
ク
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
日
本
ス

イ
セ
ン
な
ど
の
多
様
な
花
の
産

地
育
成―

な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
世
代
に
人
気

の
あ
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

な
ど
亜
熱
帯
果
樹
の
普
及
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
食

材
を
生
か
し
た
加
工
品
の
開
発

等
、
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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つ
あ
き
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み
つ
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き
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秋
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み
つ
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き
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県
政
に
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直
線

県
政
に
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直
線

県
政
に
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直
線
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政
に
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直
線
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秋
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き

秋
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■
館
山
市
特
集  

６
月
県
議
会
一
般
質
問

議場の自席から再質問する秋山県議

◆略　　歴◆
・ 昭和21年９月　館山市生まれ
・ 昭和63年４月　館山市立第三中学校
　　　　　　　  ＰＴＡ会長
・ 平成３年５月　館山市議会議員
　　　　　　　  初当選(４期)
・ 平成15年５月　館山市議会議長
・ 平成19年４月　県議会議員初当選
・ 平成23年４月　県議会議員再選

◆現　　職◆
・ 県　議　会　総務防災常任委員長／観

光立県推進議員連盟／建
設問題研究議員連盟／議
会ブラジル友好議員連盟
会員

・ 千　葉　県　農政審議会委員
・ 自民党県連　組織本部副会長／スポー

ツ振興議員連盟委員／医
療問題議員研究会委員／
介護問題対策議員連盟

秋山みつあき・PROFILE

秋山
県議

工
業
団
地
用
地
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
！

工
業
団
地
用
地
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
！

工
業
団
地
用
地
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
！

知
事
先
頭
に
風
評
被
害
へ
対
処

知
事
先
頭
に
風
評
被
害
へ
対
処

知
事
先
頭
に
風
評
被
害
へ
対
処

知
事
先
頭
に
風
評
被
害
へ
対
処

小
型
桟
橋
の
調
査
着
手
へ

小
型
桟
橋
の
調
査
着
手
へ

総務防災常任委員長に就任総務防災常任委員長に就任総務防災常任委員長に就任

要望

＜2＞平成２３年８月３０日 (土曜日) 秋山みつあき県議会リポート




